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［方法］ 
まず、今回の避難先を本校体育館と仮
定してその面積と避難時の生活スペー
ス、移動する時の通路の面積を設定し
てそれらを使って避難可能人数を計算
する。その際に使う数値、スペースの
仕切り方は以下の通りとする。 

［使用する数値］ 
・体育館の面積　38m×30m＝1140 
・避難時の生活スペース　2m×3m 
・避難時の避難者の個人、家族の割合 
個人3:家族7 
・大通りの横幅 2m  
その他の道の横幅 1m 
 

[結果]  
本校の体育館内には設定したスペース
を94個取る事が可能で、またそこに自
分達で調べた延岡市の世帯の割合を
当てはめると、約220人が避難すること
が出来ると分かった。 

 
 
 
 

4～5月 1人あたりのスペースを求
める。

6～7月 延岡高校体育館の避難可
能人数を求める。

夏休み 他の避難所や他の市町村
の場所を調べる。

９～10月 調べた場所の避難可能人
数をもとめる。

11～12月 ポスターを作成する。

[目的] 
災害などがあり一時的に避難する事が
あった時に避難先で生活するためにど
れだけのスペースが必要か、またス
ペースを取れたとして、その避難先に
どれだけの人が入れるかが知りたかっ
たから。 

[考察]  
今回の実験ではひとつのスペースを
2m×3mとしたが、実際は1人で生活す
るのにはスペースが余り、家族が3人
以上の場合は狭すぎる。また高齢者の
方や、体の自由があまり無い方は今回
設定したスペースだと何か不自由が生
じるのではないか。 

[結論] 
 

[反省]  
今回の実験では事前のスペース設定
や避難してくる人たちの細かな分類分
けが甘かった事や、実験をする回数が
あまり無かったせいで結果として出た
数値が正しいものとは言えなかった。 
また、スペースの設置の仕方を工夫す
ればもっと設置出来ると思った。 
 


